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φ
舟
中

批

介

王
健
群
著好

太
王
碑
の
研
究

古

畑

好
太
王
碑
を
め
ぐ
っ
て
、
北
朝
鮮

・
韓
園

・
日
本
で
活
設
な
論
争
が
展
開
さ

れ
た
の
は
、
一
九
七

0
年
代
前
半
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
争
の
中
心
は
、
所
謂
辛

卯
年
僚
の
解
讃
法
と
、
李
進
照
氏
の
提
起
し
た
醤
日
本
軍
部
に
よ
る
碑
文
改
鼠

設
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
単
な
る
蛍
否
の
問
題
で
は
な
く
、
従
来
の
日
本
に

於
け
る
好
太
玉
砕
研
究
の
あ
り
方
へ
の
問
題
提
起
で
も
あ
っ

た
た
め
、

論
争
の

中
で
そ
れ
へ
の
批
判

・
反
省
が
進
め
ら
れ、

批
判
的
検
討
な
し
に
安
易
に
碑
文

を
史
料
と
し
て
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
七

0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
碑
文
を
高
句
麗
史
研
究
に
利
用
す
る
武
田
幸
男
氏
の

注
目
す
べ
き
諸
論
文
が
登
場
す
る
も
の
の
、

論
争
は
下
火
と
な
り
、
全
慢
と
し

て
好
太
王
碑
研
究
は
停
滞
気
味
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
如
何
な
る
論
争
を
繰

り
返
し
て
も
改
認
の
仮
設
は
否
定
し
き
れ
ず
、
原
碑
調
査
以
外
に
は
結
論
が
下

せ
そ
う
も
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
仮
設
が
生
き
て
い
る
限
り
、
碑
文
を
史
料

と
し
て
使
い
に
く
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
中
で
原
碑
調

査
の
必
要
性
が
'
痛
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
が
、
こ
の
関
、
碑
石
を

保
有
す
る
中
図
側
か
ら
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
殆
ど
設
言
が
現
わ
れ
な
か
っ

た。
と
こ
ろ
が
、

一
九
八
三
年
末
に
吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
長
王
健
群
氏
が

徹

「
好
太
玉
砕
的
援
現
和
掻
拓
」
(
『杜
曾
科
皐
戦
線
』
一
九
八
三
年
第
四
期
〉
を

設
表
し
、
中
園
に
於
て
も
こ

の
間
題
へ
の
研
究
が
、
原
碑
調
査
を
も
含
ん
で
、

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
に
及
び
、
好
太
玉
砕
研
究
は
新
た
な
局
面
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
再
び
碑
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
翌
年
七
月
に
は
仙

妥
市
日
中
友
好
協
禽
士
口
林
省
訪
問
幽

(
寺
田
隆
信
闘
長
以
下
十
名
)
が
、
戦
後

日
本
人
と
し
て
は
始
め
て
砕
を
参
観
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
原
碑
を
寅
見
す
る

道
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
年
後
宇
に
は
、
先
に
新
聞
報
道
等

に
よ
っ
て
待
望
さ
れ
て
い
た
王
氏
の
著
書
が
、
中
園
語
と
日
本
語
と
で
、
相
次

い
で
出
版
さ
れ
た
。
本
書
評
は
、
そ
の
話
題
の
著
書
の
日
本
語
版
、
『
好
太
王

碑
の
研
究
』
に
射
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
本
書
の
目
次
を
示
し
て
お
こ
う。

第
一
章
好
太
玉
砕
の
概
要

て

好
太
玉
砕
の
建
立

二
、
好
太
玉
砕
の
設
見

三
、
好
太
王
碑
の
現
吠

第
二
章

好
太
王
碑
の
拓
本

て
拓
本
の
製
作
と
そ
の
経
緯

二、

後
鈎
本
と
拓
本
の
誤
り
の
原
因

三
、
「
石
灰
塗
布
作
戦
」
に
つ
い
て

第
三
章
好
太
王
碑
に
関
す
る
研
究

て
中
園
に
お
け
る
好
太
玉
砕
の
研
究

二、

一
九
三

0
年
代
以
前
の
日
本
、
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
好
太
王
碑
の
調
査

と
研
究

三、

権
藤
成
卿
の
『
南
淵
書
』

に
つ
い
て

-130-
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四
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
好
太
王
碑
の
研
究

第
四
章
好
太
王
碑
文
の
剣
譲

第
五
章
好
太
王
碑
文
の
考
震
と
解
欝

一
、
五
年
乙
未
僚
の
考
誼
と
解
稗

二
、
六
年
丙
申
僚
、
八
年
戊
成
僚
の
考
詮
と
解
緯

三
、
九
年
己
亥
係
、
十
年
庚
子
僚
の
考
詮
と
解
鰐

四
、
十
四
年
甲
辰
像
、
十
七
年
丁
未
僚
の
考
設
と
解
緯

五
、
廿
年
庚
成
僚
の
考
査
と
解
穆

六
、
墓
守
畑
戸
の
問
題

七
、
好
太
王
碑
の
室同盟

第
六
章
好
太
王
碑
文
の
劉
誇
と
注
緯

本
論
の
前
に
は
カ
ラ
1
園
版
と
し
て
、
一
九
八
四
年
撮
影
の
碑
の
潟
県
等
が

附
さ
れ
、
後
に
は
附
録
と
し
て
、
酒
匂
且
忠
信
後
鈎
加
塁
本

・
一
九
八
一
年
採
拓

の
周
雲
蔓
拓
本
及
び
高
句
麗
王
家
系
譜
・
好
太
玉
砕
研
究
年
表
・
好
太
王
碑
関

係
文
献
索
引
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
碑
面
篤
岡
県

と
周
雲
墓
拓
本
は
、
わ
か
り
易
い
よ
う
に
各
面
上
中
下
に
分
け
て
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
中
図
版
で
は
、
園
版
の
篤
暗
闘
が
異
な
り
、
附
録
に
は
文
献
索
引
が

な
く
、
か
わ
り
に
圏
内
諸
家
著
述
書
影
二
十
種
・
圏
内
外
諸
家
緯
文
十
二
種
・

各
種
拓
本
七
種
〈
酒
匂
本
・
周
本
を
含
む
〉
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
章

一
・
二
、

第
二
章
て
及
び
第
二
章
二
・
三
の
一
都
は
、
王
氏
が
先
に
裂
表
し

た
論
文
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

目
次
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
は
好
太
王
碑
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
問
題
に
亙
っ
て
い
る
が
、
そ
の
構
成
を
大
き
く
整
理
す
れ
ば
、
史
料
と
し
て

の
好
太
王
碑
自
慢
の
基
本
的
問
題
|
|
夜
見
・
拓
本
・
改
窓
設
等
ー
ー
か
ら
入

り
、
特
に
改
鼠
設
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
碑
文
研
究
を
行
な
う
た
め
の
基

礎
を
確
立
す
る
。
そ
の
上
で
碑
文
研
究
に
移
り
、
そ
の
前
提
作
業
と
し
て
研
究

史
を
確
認
し
た
後
、
碑
文
の
剣
譲
、
さ
ら
に
こ
れ
に
基
づ
く
文
章
讃
解
・
内
容

考
誼
へ
と
移
っ
て
い
く
、
と
い
う
段
階
的
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
関
、
終

始
そ
の
根
底
に
は
王
氏
等
中
園
人
研
究
者
に
よ
る
現
地
調
査
が
存
在
し
、
ま
た

質
事
求
是
の
研
究
姿
勢
が
貫
ぬ
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
王
氏
は
、
改
武
を
め

ぐ
る
「
論
争
は
そ
ろ
そ
ろ
打
ち
切
る
べ
き
だ
」
(
六
二
頁
)
と
主
張
し
、
本
書

に
於
て
そ
れ
に
終
止
符
を
打
ち
、
研
究
の
方
向
性
を
碑
文
の
文
字
や
内
容
へ
向

け
さ
せ
よ
う
と
の
狙
い
を
有
し
て
い
る
が
、
か
か
る
狙
い
を
有
す
る
研
究
が
採

る
べ
き
基
本
的
保
件
を
、
本
書
の
構
成
や
研
究
の
あ
り
方
は
十
分
に
満
た
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
述
内
容
が
そ
の
狙
い
に
見
合
う
だ
け
の
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
否
か
は
、
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
以
下
、
章
を
逐
っ
て
本
書
の
内

容
を
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
な
お
本
書
の
内
容
は
多
岐
に

亙
り
、
評
者
の
力
量
で
は
全
て
を
整
理
し
き
れ
な
か
っ
た
た
め
、
か
な
り
多
く

の
重
要
な
黙
に
鰯
れ
得
て
い
な
い
こ
と
を
橡
め
お
断
り
し
て
お
く
。

-131ー

第
一
章
は
好
太
王
碑
に
関
す
る
基
本
事
項
の
確
認

・
透
明
で
あ
る
。
そ
の
中

で
問
題
な
の
は
、
碑
の
設
見
を
、
李
進
照
氏
の
光
緒
六
年
設
を
否
定
し
て
、
光

緒
元
年
も
し
く
は
二
年
、
懐
仁
豚
設
治
委
員
章
構
の
部
下
関
月
山
に
よ
る
、
と

結
論
附
け
た
黙
で
あ
る
。
そ
の
根
銭
は
、
李
設
の
根
銭
た
る
葉
昌
織
『
語
石
』

中
の
記
述
を
、
孤
設
の
上
に
俸
閲
史
料
で
、
元
年
の
誤
記
の
可
能
性
有
り
と
し

て
斥
け
た
こ
と
、
そ
し
て
他
史
料
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
特
に
談
園
桓
の
記
述
は
信

用
し
得
る
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
李
氏
は
史
料
批
剣
を
し
た
上
で
『
語

石
』
に
従
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
十
分
な
検
討
を
行
な
わ
な
い
こ
の
論
法
で
否

定
す
る
こ
と
は
正
首
な
方
法
で
は
な
い
。
ま
た
章
槌
が
碑
の
存
在
す
る
懐
仁
懸

の
設
治
委
員
と
な
っ
た
の
が
光
緒
三
年
で
あ
る
こ
と
も
、
李
氏
に
よ
っ
て
設
明
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さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
誼
明
で
は
三
年
以
前
に
章
槌
が
懐
仁
豚
に
い
な
い
と

は
断
定
し
得
な
い
。
こ
れ
が
王
氏
の
よ
う
な
見
解
を
未
だ
に
生
じ
さ
せ
る
一
つ

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
『
宮
中
橋
光
絡
朝
奏
摺
』
中
に
章
槌
の
履

歴
に
関
す
る
こ
・
一
二
の
史
料
が
あ
り
、
三
年
以
前
に
は
別
任
に
あ
っ
た
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、
初
葉
を
初
年
と
解
し
て
い
た
り
、
諸
家

の
年
代
抱
握
に
矛
盾
を
き
た
し
て
い
た
り
、
ま
た
談
園
痘
の
「
手
札
」
と
「
成

語
」
と
の
食
い
違
い
を
無
視
し
て
い
た
り
な
ど
問
題
が
多
く
、
王
氏
の
見
解
を

首
肯
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
章
で
は
、
拓
工
の
問
題
を
出
妥
結
と
し
て
、
主
に
碑
文
改
鼠
設
が
扱
わ

れ
て
い
る
。
ま
ず
拓
工
の
問
題
で
は
、
李
大
組
H

李
雲
従
読
等
の
注
意
す
べ
き

見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
現
地
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
碑
石

の
近
く
で
長
年
採
拓
を
行
な
っ
た
初
天
宮

・
均
徳
父
子
の
存
在
や
経
歴
、
そ
の

探
拓
方
法
等
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
均
徳
の
残
し
た
抄
本
を
設
見
し
た
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
も
と
に
拓
工
初
父
子
に
よ
る
石
灰
塗
布
を
主
張

し
、
い
く
つ
か
の
根
擦
を
列
摩
し
て
改
銀
設
を
否
定
す
る
。
そ
の
中
に
は
あ
ま

り
安
蛍
で
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
原
砕
調
査
に
基
づ
い
て
所
謂
辛
卯
年
僚
が
酒

匂
本
の
通
り
原
碑
に
彫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
先
に
設
表

し
た
論
文
に
は
調
査
報
告
が
な
く
、
十
分
に
読
者
を
納
得
さ
せ
得
な
か
っ
た

が
、
本
書
で
は
石
灰
の
痕
跡
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
増
補
さ
れ
、
こ
の
指
摘

が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、
李
氏
の
主
張
す
る
酒
匂

景
信
に
よ
る
碑
文
す
り
替
え
論
は
否
定
さ
れ
、
そ
れ
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
第
二

次

・
第
三
次
の
参
謀
本
部
に
よ
る
石
灰
塗
布
作
戦
も
、
そ
の
理
由
面
が
腐
れ
て

し
ま
う
。
主
氏
の
報
告
に
廊
僑
が
な
い
限
り
、

原
碑
調
査
の
結
果
は
醤
日
本
軍

部
に
よ
る
改
旗
を
否
定
し
て
い
る
。
一
方
初
父
子
に
よ
る
碑
面
加
工
設
で
あ
る

が
、
詮
言
に
よ
る
た
め
に
紹
劉
的
な
鐙
嬢
能
力
に
は
乏
し
い
。
し
か
し
、
初

天
守
田
は
本
来
は
拓
工
で
は
な
く
皐
問
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
う
事
寅
ゃ
、
抄

木
の
存
在
は
動
か
し
難
く
、
こ
れ
ら
は
拓
工
の
見
本
に
基
づ
く
碑
文
の
再
現
や

そ
の
時
の
見
落
し
・
誤
り
の
可
能
性
を
著
し
く
高
め
て
い
る
。
従
来
か
ら
の
拓

工
加
工
設
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
極
め
て
有
力
な
設
に
思
え
る
。
改
気
設
は
、

銃
に
質
歪
面

・
論
理
面
で
の
問
題
黙
が
数
々
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
本
書
の
提

供
す
る
情
報
に
よ
っ
て
調
査
面
で
も
否
定
さ
れ
、
準
設
と
し
て
は
成
立
し
な
い

と
の
結
論
を
下
せ
る
だ
け
の
材
料
は
一
躍
出
揃
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
た

だ
、
本
章
で
展
開
さ
れ
た
否
定
論
に
は
粗
さ
が
目
立
ち
、
十
分
に
論
破
し
き
れ

て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

第
三
章
は
研
究
史
整
理
で
、
李
氏
批
剣
を
中
心
と
す
る
碑
自
慢
の
諸
問
題
の

追
究
か
ら
碑
文
研
究
へ
の
鱒
換
鮎
に
嘗
る
。
個
々
の
研
究
に
射
し
て
若
干
の
コ

メ
ン
ト
は
附
さ
れ
て
い
る
が
、
全
般
的
に
論
旨
紹
介
的
傾
向
が
強
く
、
あ
ま
り

特
筆
す
べ
き
黙
は
な
い
。
解
放
後
の
中
園
で
の
研
究
が
一
初
め
て
紹
介
さ
れ
て
は

い
る
が
、
こ
れ
と
て
簡
単
に
燭
れ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

第
四
章
で
は
、
碑
文
の
文
字
を
如
何
に
剣
讃
し
た
か
を
、
問
題
と
な
る
文
字

個
々
に
つ
い
て
説
明
し、

最
後
に
稗
文
を
載
せ
る
。
そ
の
稗
文
で
は
、
従
来
讃

め
な
か
っ
た
筒
所
が
相
蛍
数
判
読
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
従
来
の
穣
文
の
一訂
正
箇

所
も
多
い
。
王
氏
緯
文
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
拓
本
の
み
に
よ
ら
ず
、

碑
面
の
直
接
調
査
に
よ
っ
て
結
論
を
下
し
た
こ
と
、
か
つ
て
碑
面
に
塗
布
さ
れ

て
い
た
石
灰
が
殆
ど
剥
落
し
た
こ
と
に
よ
る
。
評
者
は
先
述
の
訪
問
闘
に
加
わ

り
砕
石
を
質
見
し
た
が
、
碑
面
に
は
か
な
り
の
礁
の
脱
落
箇
所
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
碑
面
で
は
区
別
で
き
て
も
、
拓
本
で
は
字
讃
と
混
同
さ
れ
易
い
。

こ
こ
に

拓
本
に
よ
る
稗
文
の
限
界
性
と
王
氏
稗
文
の
有
力
性
が
存
在
す
る
。
し
か
し
本

書
に
掲
載
さ
れ
た
周
雲
蔓
拓
本
に
於
て
別
字
に
見
え
た
り
、
説
明
と
拓
本
と
に

相
異
が
あ
る
場
合
に
は
、
や
は
り
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
第
二
面
第
五
行
第
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二
二
字
を
、
王
氏
は
「
主
」
に
剣
設
す
る
。
確
か
に
文
盤
的
に
も
「
主
」
が
好

ま
し
い
の
で
あ
る
が
、

周
本
に
は
貼
の
痕
跡
が
な
く
、
ま
た
評
者
等
の
見
皐
で

も
「
王
」
に
見
え
た
。
ま
た
第
一
面
第
三
行
第
四
一
字
を
、
王
氏
は
「
責
」
と

剣
讃
し
、
碑
函
・
拓
本
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
説
明
す
る
が
、
周
本
で
は
不

鮮
明
で
あ
り
、
評
者
等
の
見
皐
で
も
不
明
確
で
、
寧
ろ
「
戸
」
と
見
え
る
部
分

が
あ
る
の
で
別
字
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
拓
本
や
短
時
間
の
見
皐
を
以
っ

て
、
長
時
間
に
亙
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
徐
討
を
加
え
た
王
氏
の
剣
設
を

F

訂
正

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
安
易
に
王
氏
緯
文
に
乗
っ
て
研
究
す
る
こ
と
は
避
け

ね
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
、
碑
面
調
査
の
方
法
や
周
本
の
採
拓
方
法
が
明
確
に
な

れ
ば
、
疑
問
の
多
く
は
泳
解
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
剣
讃
以
前
に
こ
の
貼
へ
の

詳
述
が
欲
し
か
っ
た
と
い
う
感
を
強
く
す
る
。
な
お
、
本
書
渡
表
後
、
第
二
面

第
七
行
第
三
八
字
を
「
衿
」
か
ら
「
稽
」
に
訂
正
し
た
旨
が
、
『
東
方
』
五

O

(
一
九
八
五
年
五
月
〉
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
本
章
中
に
は
、
碑
文
の
線
字
数
に
関
わ
る
重
要
な
報
告
が
存
在
す
る
。

か
つ
て
水
谷
悌
二
郎
氏
が
、
第
二
面
第
九
行
・

第
十
行
、
第
四
百
第
一
行
の
上

部
に
室
格
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

多
く
の
研
究
者
は

一
行
四
一
字
の
原
則
が
碑
文
全
鐙
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
と
見
倣
し
て
い
た
(
た

だ
し
第
一
面
第
六
行
の
み
三
九
字
)
。
王
氏
は
第
二
面
第
九
行
第
七
字
目
、

第

十
行
第
十
六
字
目
、
第
四
面
第
一
行
第
四
字
自
に
天
格
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
夜
見
し
、
第
二
面
第
九
行
第
八
字
目
、
第
十
行
第
十
七
字
目
、

第
四
面
第

一

行
第
五
字
目
か
ら
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
定
し
た
。
ま
た
か
つ
て
末

松
保
和
氏
が
疑
問
を
提
起
し
た
第
一
面
と
第
二
面
と
の
聞
の
一
行
に
つ
い
て

は
、
特
に
記
述
は
な
い
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
結
局
総
字
数
は
千

七
百
七
十
五
字
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ

る。

第
四
章
で
の
樟
文
を
基
礎
に
、
第
五
章
で
は
第
一
面
第
七
行
以
下
の
解
譲
法

や
そ
の
文
面
か
ら
讃
み
取
れ
る
好
太
王
代
の
史
貨
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
な
わ

れ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
も
と
に
、
第
六
章
で
は
全
文
に
劉
し
て
現
代
詩
と
注
稗
が

施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
注
目
貼
・
問
題
黙
を
指
摘
す
る
前
に
、
論
争
の
焦
黙
の

一
つ
で
あ
っ
た
所
謂
辛
卯
年
僚
に
ま
ず
は
個
別
れ
て
お
き
た
い
。
王
氏
は
こ
れ

を
、
六
年
丙
申
僚
の
百
済
討
伐
の
理
由
を
記
す
一
種
の
前
置
文
と
し
て
理
解
す

る
。
そ
し
て
「
以
辛
卯
年
来
」
は
辛
卯
年
よ
り
以
来
の
意
、
「
渡
海
破
」
・
「
以

潟
臣
民
」
の
主
語
は
倭
と
解
し
、
主
語
が
高
句
麗
に
縛
換
す
る
と
い
う
設
を
否

定
す
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
に
讃
ん
で
も
、
こ
の
部
分
は
出
兵
の
口
貸
で
誇
張

が
あ
り
、
倭
も
北
九
州
の
海
賊
集
闘
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
任
那
日
本
府
の
存
在

を
設
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
特
に
新
し
い
も

の
で
は
な
く
、
所
謂
辛
卯
年
僚
の
性
格
や
主
語
問
題
に
つ
い
て
は
、
演
田
耕

策

・
武
田
幸
男
雨
一
氏
に
よ
っ
て
よ
り
紋
密
な
論
理
で
、
辛
卯
年
以
来
設
に
つ
い

て
は
西
嶋
定
生
氏
に
よ
っ
て
、
既
に
類
同
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
評
者
と

し
て
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
基
本
的
に
は
賛
同
で
き
る
が
、
倭
の
理
解
に
は
疑

問
が
あ
る
。
碑
文
を
讃
む
限
り
、
そ
の
質
鐙
は
不
明
だ
が
、
倭
が
百
済
・
新
羅

と
同
一
レ
ベ
ル
の
政
治
勢
力
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「
倭
冠
」
〈
第
三
面
第
四
行
)
と
い
う
用
語
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
後
世
の
倭
冠
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
が
か
か
る
見
解
を
生
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
、

倭
の
問
題
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
観
が
あ
り
、
今
後
論
議

を
呼
ぶ
こ
と
と
な
ろ
う
。

同
じ
よ
う
に
今
後
新
た
に
論
議
を
呼
ぶ
と
い
う
黙
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
十

年
庚
子
僚
の
「
安
羅
人
成
兵
」
の
解
緯
で
あ
る
。

こ
れ
は
従
来
「
安
羅
人
の
成

丘
(
」
と
讃
ま
れ
、
殆
ど
疑
問
の
な
か
っ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
王
氏
は
高
句
麗
軍

を
主
語
、
「
安
」
を
動
詞
、
「
羅
人
」
を
目
的
語
、
「
成
丘
(」
を
述
語
と
し
て
、
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「
(
高
句
麗
の
軍
隊
が
、
域
を
奪
取
し
た
後
、
〉
新
羅
人
に
守
備
さ
せ
た
」
と
解

し
た
。
も
し
王
氏
稗
文
が
正
し
け
れ
ば
、
少
く
と
も
第
三
面
第
二
行
の
「
安
羅

人
成
丘
(」
の
「
安
」
は
文
脈
か
ら
見
て
動
詞
で
あ
る
べ
き
で
、
王
氏
見
解
は
か

な
り
有
力
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
文
章
構
造
と
し
て
理
解

す
る
の
な
ら
ば
、
「
(
城
中
の
)
羅
人
を
安
ん
じ
て
兵
〔
高
句
麗
兵
か
新
緑
兵
か

は
不
明
〕
を
駐
屯
し
た
」
と
解
す
る
方
が
安
山富
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
解
す

る
時
、
「
羅
人
」
が
問
題
と
な
る
が
、
新
羅
人
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
王
氏
は
、

高
句
麗
・
百
拙
聞
が
新
羅
人
を
「
羅
人
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
コ
ニ
園
史
記
』

や
『
三
園
遣
事
』
に
よ
っ
て
透
明
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
高
句
麗

・百
済
の
史
料

を
生
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
こ
と
を
立
透
し
な
い
限
り
、
こ
の
透
明
は
成
立
し
な

い
。
碑
文
の
他
の
部
分
で
は
「
新
羅
」
が
略
構
さ
れ
て
い
な
い
黙
も
こ
の
見
解

に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
が
、
そ
れ
も
「
新
羅
人
」
と
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
玉
氏
の
見
解
を
否
定
す
る
決
め
手
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
推
測
に
過
ぎ
な

い
が
、
「
羅
人
」
を
蛍
時
の
高
句
麗
人
に
於
け
る
新
経

・
加
経
方
面
人
を
指
す

総
穏
と
見
る
こ
と
も
評
者
に
は
可
能
な
気
が
す
る
。
と
も
か
く
も
こ
の
問
題
は

恨
重
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
八
年
戊
成
僚
を
六
年
丙
申
僚
の
百
済

討
伐
の
延
長
と
見
、
「
自
此
以
来
、
朝
貢
論
事
」
の
主
陸
は
百
捕
円
で
あ
る
と
い

う
見
解
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
文
鎧
論
的
に
見
て
成
立
す
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
直
後
の
九
年
己
亥
僚
で
百
済
は
高
句
麗
陣
営
か
ら
離
反
し
て
お
り
、
こ
の

碑
文
中
の
事
質
経
過
と
「
自
此
以
来
」
と
い
う
表
現
と
の
閲
に
問
題
が
生
じ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
碑
文
を
高
句
麗
史
の
史
料
と
理
解
し
、
守
墓
人
畑
戸

僚
を
重
視
し
て
内
容
分
析

・
問
題
提
起
を
試
み
た
こ
と
も
評
債
で
き
る
。
王
氏

は
守
墓
姻
戸
を
奴
殺
と
み
な
し
て
本
僚
を
理
解
す
る
が
、
こ
れ
は
武
田
幸
男
氏

の
守
墓
役
位
制
と
し
て
の
理
解
と
の
聞
に
差
異
を
生
じ
て
お
り
、
今
後
新
た
に

論
議
を
呼
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
語
句
解
轄
の
中
に
も
か
な
り
注

意
を
要
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
が
、
概
し
て
根
援
が
十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い

の
が
惜
し
ま
れ
る
。

か
く
の
如
き
注
目
黙
が
あ
る
一
方
で
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
見
解
や
不
正
確
な

考
設
が
か
な
り
自
に
つ
く
。
こ
う
な
っ
た
原
因
は
、
文
献
史
料
の
取
扱
い
方
に

あ
る
。
つ
ま
り
、
時
代
の
異
な
る
史
料
を
十
分
な
手
続
無
し
に
安
易
に
考
詮
に

使
用
し
た
り
、
重
要
な
史
料
を
見
落
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
代

表
例
と
し
て
は
、
第
一
面
第
一
行
「
出
自
北
夫
徐
天
喬
之
子
」
の
注
緯
が
翠
げ

ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
『
三
園
史
記
』
よ
り
郷
牟
王
(
東
明
王
〉
俸
設
が
引
用
さ

れ
、
従
来
の

「北
夫
徐
」
で
句
を
切
る
議
み
方
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

俸
設
と
い
う
も
の
は
、
後
世
に
至
る
に
従
っ
て
内
容
が
附
加

・
整
理
さ
れ
て
く

る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
嘗
然
七
百
年
後
の
史
料
た
る
『
一
一
一
園
史
記
』
を
引
用
す

べ
き
で
は
な
く
、
好
太
王
碑
と
時
代
の
近
い
史
料
に
よ
っ

て
検
討
が
加
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
王
氏
の
訂
正
の
根
銭
で
あ
る
『
三
園
史
記
』
に
載
せ
ら
れ
た

天
帝
の
子
解
恭
淑
と
河
伯
の
娘
柳
花
と
の
婚
姻
諌
は
初
期
の
東
明
王
停
設
に
は

な
い
も
の
で
あ
り
、
一
方
同
時
代
史
料
た
る
牟
頭
築
基
誌

〈
王
氏
は
労
斡
氏
の

舟
牟
墓
誌
設
を
採
る
〉
に
は
「
河
泊
之
孫
日
月
之
子
園
牟
聖
王
元
出
北
夫
徐
」

と
あ
る
の
で
、
従
来
の
設
み
方
こ
そ
が
正
し
い
。
こ
の
他
、
先
掲
の
「
羅
人
」

の
考
詮
ゃ
、
「
畑
戸
」
の
注
俸
に
『
清
舎
典
』
を
用
い
る
勲
、

「永
築
五
年
」
の

「
永
祭
」
が
高
句
麗
の
年
挽
で
は
な
い
詮
践
と
し
て
、
好
太
王
即
位
よ
り
六
十

数
年
前
の
も
の
で
あ
る
菅
「
太
寧
四
年
」
銘
の
高
句
麗
瓦
嘗
を
翠
げ
る
黙
も
顕

著
な
例
で
あ
る
。
先
に
鯛
れ
た
倭
窓
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
も
、
こ
の
よ
う
な
王
氏

の
史
料
に
射
す
る
姿
勢
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
一
方
、
後
者
の
代
表
例
と

し
て
は
、
好
太
王
代
の
高
句
麗
領
域
の
考
設
が
穆
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
碑

文
に
遼
東
進
出
の
記
載
が
な
い
こ
と
、
そ
れ
を
記
す
『
三
園
史
記
』
や
『
梁

誕百
』
が
信
用
し
難
い
こ
と
を
主
な
理
由
に
、
好
太
王
代
の
高
句
麗
領
は
海
江
以
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東
で
、
遼
東
へ
は
勢
力
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
営
時
の
基
本

史
料
た
る
『
耳
百
室
田
』
や
『
資
治
遁
鑑
』
に
は
、
明
確
に
好
太
主
が
遼
東
へ
進
出

し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
主
氏
が
後
世
の
濫
入
と
し
て
斥
け
た
一
七

O
頁
引
用
の
『
三
園
史
記
』
の
記
事
も
『
資
治
通
鑑
』
を
原
史
料
と
す
る
記
事

で
あ
る
。
王
氏
の
見
解
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
見
落
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
に

過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
杜
撰
と
も
い
え
る
史
料
の
取
扱
い
は
、
第
一
章
・
第

二
章
・
第
三
章
に
も
見
ら
れ
、
第
五
章
・
第
六
章
の
考
謹
・
注
穆
に
於
て
の
み

な
ら
ず
、
本
書
全
種
の
大
き
な
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
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さ
て
、
本
書
の
凡
そ
の
内
容
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
先
に
提
示
し
て
お
い

た
王
氏
の
狙
い
と
本
書
の
内
容
と
の
問
題
に
立
ち
返
っ
て
み
た
い
。
本
書
の
改

旗
否
定
設
は
原
碑
調
査
に
基
づ
く
黙
で
か
な
り
の
説
得
力
を
有
し
て
は
い
る

が
、
論
理
に
粗
さ
が
あ
り
、
ま
た
改
窓
設
が

一
種
の
俵
設
で
あ
る
た
め
に
、
そ

れ
を
信
じ
る
者
を
納
得
さ
せ
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
論
争
の
終
止
符
は
本
書
を
以
て
し
て
は
打
た
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

本
書
に
よ
っ
て
、
石
灰
の
ほ
ぼ
剥
落
し
た
、
改
斌
の
有
無
に
関
係
な
い
、
現
在

の
碑
面
に
関
す
る
最
新
資
料
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
論
争
の
結
着
を
待
つ
ま
で

も
な
く
、
碑
文
自
桂
の
研
究
は
再
開
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
本
書
の
登
場

は
、
今
ま
で
好
太
王
碑
の
主
要
問
題
で
あ
り
、
碑
文
研
究
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て

い
た
碑
文
改
斌
問
題
を
、
副
次
的
な
位
置
へ
と
縛
換
さ
せ
た
と
い
う
黙
で
、
重

要
な
一意
義
を
有
す
る
。
論
争
に
終
止
符
を
打
て
な
く
と
も
、
王
氏
の
狙
い
は
果

さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
は
い
え
、
そ
の
狙
い
に
沿
っ
た
王
氏
自
身
の
碑
文
研
究
の
方
は
讃
者
を
満

足
さ
せ
ら
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
中
心
で
あ
る
考
透
・
注
稗
の
部
分

は
、
先
掲
の
よ
う
に
誤
り
や
不
正
確
さ
が
目
立
ち
、
優
れ
た
研
究
で
あ
る
と
は

い
い
得
な
い
。
た
だ
、
い
く
つ
か
の
見
解
は
今
後
論
議
を
呼
ぶ
も
の
と
思
わ

れ
、
新
た
な
研
究
課
題
を
提
起
し
た
と
い
う
黙
で
許
領
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
王
氏
四
梓
文
は
高
い
評
債
は
輿
え
ら
れ
る
も
の
の
、
現
紋
で
は
確
定
し
た

も
の
と
は
信
用
し
得
ず
、
周
雲
蜜
拓
本
や
寓
岡
県
、
そ
れ
に
従
来
の
最
良
拓
本
た
る

水
谷
拓
本
等
を
参
照
し
つ
つ
、
限
定
附
き
で
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
碑
文
の

確
定
の
た
め
に
は
、
調
査
方
法
を
も
含
む
、
よ
り
生
で
詳
細
な
調
査
報
告
が
渡

表
さ
れ
る
こ
と
、
新
た
に
別
の
研
究
者
等
に
よ
る
再
調
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
再
調
査
に
は
い
く
ら
か
問
題
が
あ
る
。
か
ね
て
よ
り
李
準
照
氏

が
提
唱
し
、
本
年
一
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
四
・
五
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本

|
|
好
太
王
碑
を
中
心
に
|
|
」
で
も
話
題
と
な
っ
た
如
く
、
首
然
関
係
す
る

四
か
圏
、
つ
ま
り
中
園
・
北
朝
鮮
・
斡
園
・
日
本
に
よ
る
共
同
調
査
が
最
も
好

ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
碑
が
中
朝
園
境
に
存
在
す
る
以
上
、
現
在
の
朝

鮮
半
島
情
勢
に
決
定
的
な
出
変
化
が
な
い
限
り
、
殆
ど
貸
現
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
長
期
に
亙
る
で
あ
ろ
う
共
同
調
査
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

中
園
・
吉
林
省
と
北
朝
鮮
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
た
め
に
、
中
日
開
で
さ
え

も
難
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
中
園
が
北
朝
鮮
と
の
関
係
に
相
首
神
経
を
使

っ
て
い
る
様
は
、
本
書
の
中
に
も
歴
墜
と
見
え
る
。
本
書
で
は
北
朝
鮮
の
研

究
・
見
解
に
謝
し
て
一
切
名
指
し
の
批
剣
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
章

の
研
究
史
に
於
て
は
、
個
々
の
研
究
紹
介
の
後
に
必
ず
コ
メ
ン
ト
が
附
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
北
朝
鮮
の
朴
時
亨
・
金
錫
亨
爾
氏
の
見
解
の
後
に
は
そ
れ
が
全

く
な
い
。
ま
た
雨
氏
は
所
謂
辛
卯
年
僚
に
封
し
、
韓
閣
の
鄭
寅
普
氏
に
類
似
し

た
主
語
鱒
換
の
讃
解
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
本
書
は
鄭
氏
を
名
指
し
で
殿
し
く

批
列
す
る
一
方
で
、
朴
・
金
雨
氏
の
名
前
は
全
く
出
さ
な
い
。
王
氏
は
質
事
求

是
こ
そ
が
研
究
に
於
て
必
要
と
し
た
上
で
、
鄭
設
に
溺
し
、
「
シ
ョ
1
ピ
ニ
ズ
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ム
に
左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
(
一
七
四
頁
)
と
か
、
「
根
媛
も
な
く
自
分

の
先
租
が
他
民
族
を
支
配
し
た
こ
と
が
あ
る
と
主
張
し
、
彼
ら
を
『
侵
略
の
英

雄
』
に
仕
立
て
あ
げ
て
も
、
な
ん
の
意
義
も
な
い
」
(
一
七
四
頁
〉
と
い
う
手

厳
し
い
批
剣
を
加
え
て
お
り
、
こ
れ
が
朴

・
金
雨
氏
、
ひ
い
て
は
北
朝
鮮
の
歴

史
研
究
の
あ
り
方
に
及
ぶ
の
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
片
手
落
ち
と
も

い
え
る
書
き
方
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
朴
氏
の
諸
見
解
に
封

し
て
か
な
り
異
論
を
唱
え
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
一
切
名
指
し
は
避
け
て
い

る
。
我
々
は
現
貨
の
微
妙
な
中
朝
関
係
が
好
太
王
碑
の
問
題
と
少
な
か
ら
ず
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
碑
を
寅
見
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
日
毎
に
集
安
へ
も
行
き
易
く
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
で
は
あ
る
が
、
共
同
調

査
の
貫
現
を
あ
ま
り
安
易
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
日
本
語
版
濁
自
の
問
題
、
つ
ま
り
翻
詳
の
問
題
に
つ
い
て
鮒
れ
、
こ

の
拙
い
書
評
の
締
め
括
り
と
し
た
い
。
本
書
は
吉
林
人
民
出
版
社
が
人
民
中
園

雑
誌
祉
に
依
頼
し
て
翻
誇
し
て
も
ら
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
地
の
文
は
卒
易

で
的
確
に
謬
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
誇
者
の
林
閣
本
・
謬
光
禎
爾
氏
は
考
古

屋
4

・
歴
史
率
の
専
門
家
で
は
な
い
た
め
、
専
門
用
語
の
謬
出
に
は
難
が
あ
り
、

誤
詳
、
不
必
要
な
誇
出
、
不
的
確
な
謬
出
等
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
も
第
四
章
に
頻
見
す
る
「
勅
痕
」
(
か
け
た
あ
と
〉
を
「
刻
痕
」
と
謬
出
し

て
い
る
貼
は
、
重
大
な
誤
謬
の
例
と
し
て
翠
げ
ら
れ
る
。
ま
た
所
々
に
未
誇
出

部
分
が
あ
る
が
、
内
容
面
で
は
殆
ど
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
論
理
を
丁
寧
に
迫

究
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
注
意
を
要
す
る
。
一
方
、
引
用
史
料
に
も
日
本
語
誇

が
施
さ
れ
、
本
奮
を
読
み
易
い
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
極
め
て

誤
謬
が
多
く
、
全
く
誤
詳
の
な
い
引
用
の
方
が
、
あ
る
引
用
よ
り
も
少
な
い
よ

う
な
印
象
す
ら
輿
え
る
。
最
も
初
歩
的
な
も
の
を
一
例
摩
げ
る
と
、
『
一
一
一
園
史

記
』
新
緑
本
紀
・
聖
徳
王
二
十
一
年
傑
「
築
毛
伐
郡
城
」
が
ニ

O
一
頁
に
引
用

さ
れ
、
「
築
毛
が
郡
城
を
攻
め
て
」
と
誇
さ
れ
て
い
る
が
、
「
毛
伐
郡
城
」
は
慶

州
の
南
に
あ
る
著
名
な
城
で
あ
る
。
同
様
の
例
は
『
三
園
史
記
』
か
ら
の
引
用

だ
け
で
も
、
一
七

O
頁
康
開
土
王
十
四
年
係
、
二

O
七
頁
大
武
紳
王
五
年
係
、

一一一一

O
頁
高
句
麗
建
図
説
話
末
尾
、
二
二
六
頁
孝
成
王
三
年
篠
が
翠
げ
ら
れ
、

他
の
史
料
の
例
や
厳
密
な
誇
の
問
題
を
取
り
上
げ
始
め
る
と
枚
奉
に
暇
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
か
か
る
状
態
な
ら
ば
、

原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
方
が
ま

だ
よ
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
掲
の
例
な
ど
は
少
し
で
も
調
べ
れ
ば
誤

る
は
ず
の
な
い
も
の
で
、
恐
ら
く
著
者
と
翻
謬
者
と
の
関
で
、
十
分
な
連
絡
が

取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
そ
の
提
供
し
た
最
新
資
料
を
中

心
に
、

今
後
多
く
の
研
究
者
に
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
折
に
は
で
き

得
る
限
り
中
園
語
版
と
封
照
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
る
。
評
者
の
浅
風
干

に
よ
る
本
書
へ
の
誤
解
等
が
多
々
あ
る
と
思
う
が
、
御
叱
正
を
得
ら
れ
れ
ば
幸

甚
で
あ
る
。
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